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流．星観測入門（2）
Introduction　to　Meteoric　Observations．

小罪孝二郎K：．1（・mαlgi．

　（ハ）確　 度tれは自己の記入した穫路の精確度である．一般に

五職法を使用されたい。初歩のもののため大騰の規準をかNげてをく．

5黙（最良）流星が槻測夢野の中鬼口ち注灘占の方向vaあった時，出耀占に

　　　　　　勝て1e以内，溝滅黒占に於て0．5。以内の精度をもつて記入出來たと

　　　　　　思はるs場合．筆者の観測にも雫均15個位に1個の程度しかな

　　　　　　い．4等以下の流星では殆んど望み難い．

　4黙（良）流星が濁江専属の中央から20。以内のところに出現し，出現難に

　　　　　　於て3。以内，消滅黒占に於て10以内，：方向に於ても1。以内の精度をも

　　　　　　つものと考へられる場合．上記の覗野の範園内でも4等以下の流

　　　　　　薬罐は急速な流星ではむつかしV・．

　3黙（中）　流星が観測硯野の中央から30。以内のところに出現し，出現黙に

　　　　　　鞭て5。以内，掃滅黒占に於て2似内，：方向に勝ても2。以内の精度をも

　　　　　　つものと考へられる場合．硬論の邊：縁部でも大光度のものや，痕

　　　　　　を証す場合等は，精度が高くなる筈である．

　2黙（不良）3黙ものに比し更に精度の劣る場合．

　理占（最不良）最も精度の劣るもの，これは流星の大鷲の位置と大髄の：方向が

　　　　　　記入し得るにすぎない．勿論輻射黙の決定には使用し得ない．

　以上は，大略の目安に過ぎない．輻射鮎に近い短揮路のものでは，方向を正

しくとることはむつかしく，叙上の範園外でも精度を高めてよい場合もある．

　精度の記入は，観測した径路を輻射貼決定に使用するか否かを判別する爲

や・雛路の算定の時の重みを知る爲に必要なのである・　　　　／

　（二）綴　績　時　間　糧績時間とは流星の出現から消減黒占までの飛行した

時間で，痕の持績時間を混入してはならぬ．通常は一秒までで，大光度のもの

や，速度の緩やかのものは2～3秒に達すること．もある．測定は観測中至難のも

ので，個人差が相當多V・．しかし流星速度決定上の直接資料であるから重要の

ものである．

　測定は口唱法でやる．皇防「アイウエオ，アイウエオ」の如き言葉を一秒で

正しく云ぴ得る様にして置いて，流星出現の三間から唱へはじめて，濡滅黒占ま

での時間を測るのである．ストップウォッチの使用も可能ではあるが，系統的

誤差を伴ふ．
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　流星の飛んだ後にのこる痕の持績時間は，通常1～2秒以内のものであるが，

0等以上のものでは稀に十激秒乃至撒分に亘るとともある．一秒叉は牟秒をき

ざむメトロノ1ムの音を聞いて測定するのが最も有効である．勿論ストツブウ

ォッチの使用もよい．：叉それのない時は，脈騰を歎ふるか，手を前後に振って

其の回数から，時間を誘導する：方法もある。

　（ホ）光度の記入　流星の光度は恒星叉は遊星の光度と比較して決定す

る．瞬間的のものであり，尾をびいて動くため，一等級程度の誤差は畳悟しな

ければならぬ．熟練によって0．5等以内の精度は得られる檬になる．

　光度測定の爲の規準を下に記す．

直接に覗野の中央附近に見得る最微量

生野の周邊に近く見得る最微量

セフェ，ヘルクレス，ヒドラの頭部にある輝星

北極星，オリオンの帯，北斗，カシオペヤの最輝星

アルタイル，スピ1カ，アルテバラン

ゴガ，・カペラ，ア1クトウルス
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　進行中光度攣化の顯著なものは1→一1とか，3→0→4の如く，二段叉は三段

に記すもよい．叉光度攣化のグラフを別にかくか，流星の穫路に光度に比例し

て幅を附するのもよい．

　（へ）速度の記入　見かけの緩急を言ふものであって，使用する符號は，

急速（R），中（M），緩（S），甚（v），梢（r）を組合せて，

　　　　　　　　　　vR，　R，　rR，　M，　rS，　S，　vS

の七階級賦する・速度攣化の顯著のものはS→rR→・Rの如く記入する。

　（ト）色　の　観　測　三等級以上のものについて，色を識別して記入する．

使用すべき符號は，白W，青B，赤R，黄Y，榿0，緑G，葉V，：叉混色ではWB
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
WR，　WY，　RY等．色の馴化も光度攣化と同様にW→Bの如く記したらよ
Lns一’

　（チ）痕　の　記　鋒　痕の持重時間については既にのべたが，特別な形や

攣化移動の起る異状痕の槻測は，上層大氣の眞相を知る有力な手掛りとなるの

であるから，重要性を有つものである．30秒又は1分半位に，背景の恒星とと

もにスケッチにとるべきである．
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　其他径路の屈曲したもの，分裂，爆獲，音響（この場合は流星出現後の時間

がわかれば，直接距離が知られるので，その測定が望ましい）等のあった時

は，適宜該丁丁に記入したらよい．

　（リ）出現星座の記入　整理研究の場合に入用なので記入されたい．爾星座

に跨った場合には，番號を記入したる星圖を記したらよい．

　（ヌ｝備考欄の記入　流星群を目標とする観測では，これに養する流星．に，

其の流星群の略符を記入したらよい．しかし，この記入は初歩の間は省いた方

がよV・．停止流星（Stationary　Meteor略してS．　M．）のあった時は記入す

る．其他持に記入すべきことがあった場合はこの欄に記入したらよい．

　以上の各項について，各流星毎に記録するのは大攣なことの様に思はれる

が，熟練すれば20秒～30秒で出血る様になる．

　槻測絡山嵐用紙に記入すべきことを順家下に述べる．

　（イ）日　　　　附　二重廻附を用ぴる．例へば四月23日日三二叉は24日

夜明前の一品は，1何れも23－24の如く記入する．．師ち23．日より24日に亘る夜間

に観測した事を間違ぴなく記し得ることとなる。
　　　　　　　　　　へし
　（ロ）藩論開始，同誌了及槻測時間　　これは別に問題はない．開始と絡了の

時刻を時計面から譲み取り，槻測時間はこれから計算して記入する．午前午後

を用ひす，24時制を用ぴる、

　（ハ）標　　準　　時　観測に使用した標準時で，日本の二刀ではすべて日、

本中央標準時であるが，米國やブラジル方面の観測者は異る標準時を使用する

わけである．

　（二）時刻の確度　用紙に記入せる時刻の精確度で，一分以内であれば

±1mの如く記入する．

　（ホ）清　　澄　　度　　これは微光の星の見える度合で，最：良，良，中，不

良の四階級に分けて記したらよい．

　（へ）4均雲量全天曇って居れば10とし，雲が少しもなければ0，

牛ヴデ曇って居れば5，他はこれに準じて記入する．観測時間中雲量の攣動が著

しければ，10分間毎に記入してあとで亭均する．．これは特に藪人が協同して全

天を観測するとき重要である．

　（ト）月　　　　　齢　　月のあるとき，暦で調べて記入する．

　（チ）係　　　　歎　係数とは，理想的晴夜に出現するものと老へられる

一時間の手均流星数を推算する際に用ぴる歎値であって，感慨より得た毎時亭

亭歎をこれで除せぱ，目的の修正値を得る．清澄度，襯晶晶野内の雲量，月光

薄明並びに燈火による妨害の程度，地上の障害物，身心¢）状態其他を参老して
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決定する．槻早早野に全く雲無く，買主に邪魔物なく，観測者め身心に全く暗

躍なき時は下記の標準に擦って決定すべく，他の場合は事情を考慮して係歎を

少くする．

　係数の中には，乗じて修正値を得る檬にする型式もあるが，本會では上記の

型式を用ぴることにした．

6．5等の最微光肉眼星の見ゆる時　1．0

6等までの星が容易に比ゆる時　　O．9

5．5等　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　0．8

5等　　　　　〃　　　　　　　0．7

4．5等　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　O：6

4等の星までが見ゆる時

3．5等

3等

2．5等

2等

11

11

11
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り
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　（リ）槻　測　方　向　観測興野の中央部にある星座を記したらよい．

　（ヌ）備　　老　　欄　　備考欄には，時計の比較，観測せる流星群の符號，

休憩せる時間其他記載すべき事あらば記入するのである．

　時計の比較は範例の如く記すがよい．時計の遥速，進み叉は後れ，＋又は一

を用β、ることは，誤が生じ易く，比較の行はれた痔刻が不明である爲よくな
　　　　　　　　　　　　　　　レ　ニ　ト
い．範例の如くすれば，時計の（Rate）さへわかって居れば，正しい時刻を野

つでも算出し得る．序ながら，時刻は一切，自己の時計面を讃みとったものを

記すべきである．

　（ル、観測者の氏名　数名が協同して観測した場合は，必ず全部の氏名を

記し，其の配置，役割（時刻係の如き）等を併記することを忘れてはならない．

流星課員として登録されてみない者に於ては，肩書，年齢，男女別戸を記して

もらひたい．

　（ヲ）観　　測　　地　　詳しい地名と経緯度を必要とする．経緯度は陸地測

量部の五萬分三一の地回（なき地では，二十萬分の一）から計算したらよい．

　（ワ）通　　番　　號　　これは整理の爲の必要から，各槻測者に於て毎年の

始めから絡りまでのものに通して記入する二二である．随って年が改まれば二

一號から始めるのである．

　C．同時観測上の注意

　同一流星をとらへる目的で二人以上のものが，時刻や：方向を打合せて協同観

測すれば，大難中の流星實穫路を決定する資料が得られる．各観測者の距離は

百粁内外が最も有効である．五十粁以下では同一流星はとらへ易いが，槻測誤

差の影響が大きく，充分信頼し得る實径路の算出がむつかしい．二百粁を超え

ると同一流星を見得る機會はすっと少くなる．槻測者の方向は二入の時は一般
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地名：Kanaya

　流星観測用紙（記入例）
経度：135。15．5！E　　緯度：34。3．3／N 観測者：K．Komaki
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に向き合って行ふのがよい

が，数人で槻測網を張る場

合は，観測者め分布を考慮

して，適當なる地黒占の上室

百出位のところを観測し得

る様：方向と仰角とを選ぶ：方

法を採るべきである．時刻

の．正確を期すことは醗にの

べた通りで，異朕痕や，光

度や色の憂化に富む大流星

は特に綿密に記鉢すべきで

ある，（終）
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